
社会教育だよりの記事に対する申し込み・問い合わせ先

文化交流センター（ＴＥＬ 56－9500　ＦＡＸ 56－9555）　　海洋センター（ＴＥＬ／ＦＡＸ 59－1216）

　小さな町工場から自家製ロケットを打ち上
げ、宇宙開発の常識を逆転。日本一の空想経
営者が見つけた“どんな夢も実現させる方法”
ＴＥＤＸで話題沸騰！150万人の魂を震わせ
た感動スピーチ。

植松　努 著

好奇心を“天職”に
　　　　変える空間教室

わかれ
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【開館時間】午前10時～午後５時（正午～午後１時まで閉館）

　　　　　 ・水曜日は正午～午後７時　・月曜日以外の祝日は開館

【休 館 日】月曜日、年末・年始（12月30日～１月５日）

＊鬼鹿支所、達布支所を窓口に図書の借受、返却ができます。

図書室図書検索アドレス
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著者・出版社書　　　　名ジャンル

浅 田 次 郎 著

文 藝 春 秋
獅子吼

小 説

一
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
　
書

角 田 光 代 著

朝 日 新 聞 出 版
坂の途中の家

米 澤 穂 信 著

東 京 創 元 社
真実の１０メートル手前

平 岩 弓 枝 著

文 藝 春 秋
お伊勢まいり
（新・御宿かわせみ６）

葉 室　 麟 著

ＫＡＤＯＫＡＷＡ
はだれ雪

瀬 戸 内 寂 聴 著

新 潮 社
◎わかれ

篠 原 勝 之 著

文 藝 春 秋
骨風（こっぷう）

大 沢 在 昌 著

文 藝 春 秋
魔女の封印

柚 月 裕 子 著

角 川 書 店
孤狼の血

宮 下 奈 都 著

文 藝 春 秋
羊と網の森

深 緑 野 分 著

東 京 創 元 社
戦場のコックたち

青 山 文 平 著

文 藝 春 秋
つまをめとらば
【第154回直木賞受賞作】

梶 よ う 子 著

講 談 社
ヨイ豊

本多さおり監修

ＫＡＤＯＫＡＷＡ
もっと知りたいパリの収納

家 政 学
・ 収 納

さいとうきい著

す ば る 舎

ものが多くてもできるコンパク
トな暮らし
―５０㎡台のマンションで子ども
と犬あり、仕事場にも―住まい・

インテリア
小山田 容 子 漫画
安 東 英 子 監修
扶 桑 社

そのとき、あなたは実家を片付
けられますか？

著者・出版社書　　　　名ジャンル

ラップルさん著

リ ト ル モ ア

ラップルさんの
　　　アイディア・パーティ
―紙とリボンでたのしく飾ろう―

紙 工 芸
一
　
般
　
書

たけだひで原作

ＫＡＤＯＫＡＷＡ
福岡県民のオキテ社 会 学

植 松　 努 著

サンクチュアリ出版

◎好奇心を“天職”に変える
　　　　　　　　　空想教室

人 生 訓

高 田 桂 子 作

宇 野 亞 喜 良 絵

そ う え ん 社

ここから物語がはじまる
（ポップステップキッズ！29）

　〈小学校中学年〉

物 語

児
　
　
　
　
　
　
童
　
　
　
　
　
　
書

西 田 俊 也 作

徳 間 書 店

ハルと歩いた
　〈小学校中学年～高学年〉

あんびるやすこ作絵

ポ プ ラ 社

エイプリルと魔法のおくりもの
（ポプラ物語）〈小学校中学年〉

椰 月 美 智 子 作

ま た よ し 絵

そ う え ん 社

チョコちゃんときゅうしょく　
（まいにちおはなし13）

　〈小学校低学年〉

ふくざわゆみこ作絵

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

チョコラとコロンおかしの家の
いたずらクッキー（レシピ付き）

　〈小学校低学年〉

藤子・Ｆ・不二雄

キャラクター原作

ひじおか誠まんが

小 学 館

ドラえもんふしぎのヒストリー1
日本はじまる！

（小学館版まんが）
〈小学校中学年～高学年〉

歴 史

学 研 プ ラ ス
のりものスーパーずかん2237

〈小学校中学年～高学年〉
乗 り 物

ポ プ ラ 社
トミカコレクション2016
　　　　（超ひみつゲッド！96）

工 作 ・
あ そ び
（模型自 
　 動車）

ポ プ ラ 社
プラレールコレクション2016
　　　　（超ひみつゲッド！97）

（鉄道　 
　 模型）

とよたかずひこ作

ひさかたチャイルド

ぽかぽかおふろシリーズ
　（１巻～８巻）

絵 本
ヴァンサン・ブルジョ絵

ポ プ ラ 社

きをつけて　おおかみだ！
（ポプラのせかいの絵本）

　親しい友人も肉親も、愛した男たちもすべ
て、もうこの世にはいない。ありありと感じ
る死者の気配を、日々、書き留めるだけだ―。
病を乗り越え、九十歳を過ぎてなお、書かず
にいられない衝動に突き動かされ、十年の歳
月をかけて紡ぎ出された珠玉の小説九篇。

瀬戸内　寂聴 著


